
緑図書館あすみが丘分館 一般企画展示 

 

令和 8(2026)年、千葉市は、まちが開かれてから 900年の大きな節目を迎えます。 

平安時代後期、大治元(1126)年 6月 1日に、桓武天皇のひ孫高望王(たかもちおう)の 

子孫、常重(つねしげ)が現在の緑区大椎町から中央区亥鼻付近に本拠地を移し、初めて 

「千葉」と名乗り、ここに千葉のまちとしての歴史が始まったとされています。 

千葉のまちの成り立ちと歴史を振り返りながら、千葉の未来を描いてみませんか。 

【展示期間】 令和８年３月２１日（土）～令和８年６月１７日（水） 


